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図３　平安京の瓦窯の分布（前期・中期）1：300,000

図４　平安京の瓦窯の分布（前期・中期）1：180,000
▲前期の瓦窯　△中期の瓦窯

▲前期の瓦窯　△中期の瓦窯
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普通の瓦も生産されるようになる。また、この頃から、瓦窯は平安京の周辺（北・西・東）に集中する。

こうした生産体制の推移は、淀川流域の首都圏形成と関わって展開した遷都時の瓦生産から、平安京を

維持するための体制に変化したことを物語る。

天徳４年（960）には内裏がはじめて焼亡する。その再建の瓦の一部は、讃岐、備前・備中、備後な

どの諸国から調達している。平安京周辺での生産は、恒常的な維持のための体制であり、特定の大量

需要を満たすための生産は、諸国に負わせる体制を採用した。この政策は、平安時代後期の院政期に

まで引き継がれる。

付記

本発表の資料のなかで力点をおいたのは、図６（新たに作図）である。前期から中期への移行期に

おいて、瓦窯の規模・規格に変化が生じたことを示している。ただし、この移行期については、軒瓦

の時期的な位置付けなど、未解明な点も多い。今後の検討が待たれる。
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図１　 平安宮中心部のイラスト（南から）　画：梶川敏夫

平安京初期の造営過程と造瓦組織
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 表　平安京の造営過程と瓦生産の体制
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図２　瓦の名称と使用部位
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図６　平安時代前期・中期の瓦窯の規模・規格　１：100
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軒瓦型式番号の典拠

西賀茂瓦窯(NS)：『平安京跡研究調査報告第４輯』（財団法人古代学協会1978)
吉志部瓦窯瓦窯(Ka・Kb)：『吹田市史』第８巻別編(吹田市役所1981)

大山崎瓦窯（OY）：『史跡大山崎瓦窯跡』(大山崎町教育委員会2022）
上丿庄田瓦窯（KS)：「平安京初期の造瓦組織」（『考古学雑誌』第99巻第１号、古閑正浩2017）

萩之庄瓦窯：『長岡京古瓦聚成』(向日市教育委員会1987)

谷田瓦窯：『長岡京古瓦聚成』(向日市教育委員会1987)

栗栖野瓦窯（HT)：「平安宮造営と瓦生産」(『古代文化』第57巻第11号、網 伸也2005)
Ka5, Ka6, Kb6, NS157：「平安宮造営と瓦生産」(『古代文化』第57巻第11号、網 伸也2005)によって追加命名

NS158, NS211,NS212,NS213：「平安京初期の造瓦組織」（『考古学雑誌』第99巻第１号、古閑正浩2017）

〔凡例〕
同笵の先後関係

文様の系譜

複数の瓦窯において同笵関係が結
ばれている瓦笵で、他の瓦窯へ移動
するもの。

複数の瓦窯において同笵関係が結
ばれている瓦笵で、他の瓦窯から移
動してきたもの。

消費地の出土例によって、その瓦窯
での生産が推定されているもの。

※

複数の瓦窯において同笵関係が結
ばれている瓦笵で、他の瓦窯から
移動してきて、他の瓦窯へ移動す
るもの。
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図９　平安京前期の瓦窯の展開（８世紀末〜９世紀前半）

谷田瓦窯 → 西賀茂瓦窯
7757 Ｅ → NS203

西賀茂瓦窯 → 栗栖野瓦窯
NS 111 → HT 101
NS 156 → HT 104
NS 207 → HT 202
NS 211 → HT 201

西賀茂瓦窯 → 吉志部瓦窯
NS 205A → Kb ３

西賀茂瓦窯 → 吉志部瓦窯 → 大山崎瓦窯
NS 154A → Ka ２ → OY 109
NS 202A → Kb ４ → OY 203

吉志部瓦窯 → 大山崎瓦窯
Kb ６ → OY 204a

西賀茂瓦窯 → 大山崎瓦窯
NS 107 → OY 102
NS 151B → OY 101
NS 157 → OY 103
NS 158 → OY 104
NS 205B → OY 201

上ノ庄田瓦窯 → 栗栖野瓦窯
KS102 → HT105
KS201b → HT203

平安京同笵瓦の先後関係型式一覧
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図 10　淀川流域における瓦窯・交通路
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・天平16年（744）２月24日条
三嶋路をとりて紫香楽宮に行幸す。
（『続日本記』）

・天平16年（744）２月24日条
三嶋路をとりて紫香楽宮に行幸す。
（『続日本紀』）
・元慶５年（881）正月19日条
斎王祓除、河陽宮より水路を取りて
難波宮へ赴く。
三嶋路を取りて河陽宮へ還向す。
（『続日本記』）

・元慶５年（881）正月19日条
斎王祓除、河陽宮より水路を取りて
難波宮へ赴く。
三嶋路を取りて河陽宮へ還向す。
（『続日本紀』）

・延暦４年（785）正月14日条
使を遣わして、摂津国神下・梓江・鰺生野を
掘りて、三国川に通じしむ。（『続日本記』）

・延暦４年（785）正月14日条
使を遣わして、摂津国神下・梓江・鰺生野を
掘りて、三国川に通じしむ。（『続日本記』）

・延暦４年（785）９月28日条
早良皇太子、淡路へ移送の船中、
高瀬橋頭に至り絶す。（『日本紀略』）

・延暦４年（785）９月28日条
早良皇太子、淡路へ移送の船中、
高瀬橋頭に至り絶す。（『日本紀略』）

・仁寿３年（853）10月11日条
摂津国の奏により、長柄・三国両川の橋が断絶したので、
堀江川と同様に渡しを設け、二隻の船を備えることを許した。
（『文徳天皇実録』）

・仁寿３年（853）10月11日条
摂津国の奏により、長柄・三国両川の橋が断絶したので、
堀江川と同様に渡しを設け、二隻の船を備えることを許した。
（『文徳天皇実録』）

・行基による架橋
（『行基年譜』「天平十三年記」）
・行基による架橋
（『行基年譜』「天平十三年記」）

（『行基年譜』
「天平十三年記」）
（『行基年譜』
「天平十三年記」）

（『行基年譜』
「天平十三年記」）
（『行基年譜』
「天平十三年記」）

・延暦３年（784）７月４日条
阿波・伊予・讃岐の三国に仰せて、
山崎橋を造る料材を進めしむ。（『続日本記』）

・延暦３年（784）７月４日条
阿波・伊予・讃岐の三国に仰せて、
山崎橋を造る料材を進めしむ。（『続日本紀』）

・大同元年（806）９月条初見
（『日本後紀』）
・大同元年（806）９月条初見
（『日本後紀』）

・延暦23年（804）７月24日条初見
（『日本後紀』）
・延暦23年（804）７月24日条初見
（『日本後紀』）

・延暦15年（796）８月10日条
造営。（『日本後紀』）
・延暦15年（796）８月10日条
造営。（『日本後紀』）

・延暦14年（795）７月13日条
（『日本後紀』）
・延暦14年（795）７月13日条
（『日本後紀』）

・延暦18年（797）12月４日条
度子を置く。（『日本後紀』）
・延暦18年（799）12月４日条
度子を置く。（『日本後紀』）
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・弘仁３年（812）６月３日条
使を遣わして、摂津国長柄橋
を造らしめる。
（『日本後紀』）

・弘仁３年（812）６月３日条
使を遣わして、摂津国長柄橋
を造らしめる。
（『日本後紀』）
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図 11　平安京北郊における瓦窯等の分布　１：32,000
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西群西群 東群東群

醍醐の森瓦窯醍醐の森瓦窯

上庄田瓦窯上庄田瓦窯

鎮守庵瓦窯鎮守庵瓦窯

雲林院雲林院

北白川廃寺北白川廃寺

出雲寺出雲寺

平安京平安京

2000年2000年
発掘調査地発掘調査地

西賀茂瓦窯西賀茂瓦窯

〔凡例〕
平安前期の瓦窯
ベース図は、明治期の仮製図を使用。

平安中期の瓦窯

取水口取水口
（西賀茂瓦井ノ口町）（西賀茂瓦井ノ口町）

取水口取水口
（西賀茂瓦樋ノ口町）（西賀茂瓦樋ノ口町）

東
堀
川
の
上
流

東
堀
川
の
上
流
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図 12　平安京前期における対向 C 字形の軒平瓦の展開
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ＯＹ206

Kb４

ＮＳ205A

ＮＳ205B

ＮＳ210
ＯＹ204

ＨＴ201

軒瓦型式名の各瓦窯の略称
　西賀茂瓦窯：NS
　栗栖野瓦窯：HT
　吉志部瓦窯：Ka・Kb
　大山崎瓦窯：OY
上ノ庄田瓦窯：KS

ＫＳ202

ＮＳ211

Kb５

Kb６

ＫＳ201b

Kb3

OY201

西賀茂瓦窯

吉志部瓦窯

安井西裏瓦窯

「大井寺」銘

「土　□松瓦屋」銘

大山崎瓦窯

「西」銘

上庄田瓦窯

「上」銘

OY 2 0 7 平安京右京
五条二坊九町出土

不明瓦窯

いわゆる対向C字形の中心飾りを有する文様の展開

同笵瓦の移動
文様の展開

写真２　瓦笵に刻まれた文字の諸例

３．「上」銘軒平瓦（上庄田瓦窯出土、KS201b）

2-1

2-2

１．「西」銘軒平瓦（大山崎瓦窯産 OY205b、豊楽院出土）

２.「土　□（龍カ）松瓦屋」銘軒平瓦
〔産地不明、西市周辺出土（2-1）、千本通椹木町通東入る下水工事出土（2-2）〕

龍
カ

西

圡

瓦

松

屋

上



1615

長
岡
旧
京

長
岡
旧
京

平
安
京

平
安
京

大原道大原道

宇治橋宇治橋
山崎橋山崎橋

大枝道大枝道

淀
渡
淀
渡

▲▲

▲▲

▲▲▲▲

▲▲

醍醐山醍醐山

小塩山小塩山

高尾山高尾山

愛宕山愛宕山

比叡山比叡山

卍卍

卍卍

卍
卍

卍卍

卍卍

卍

卍卍

卍卍

卍

卍 卍

卍卍

卍卍

卍卍
卍卍

卍卍

卍卍

卍卍

卍卍

卍卍
延暦寺延暦寺

東寺東寺西寺西寺

山城国
 河陽離宮
山城国
 河陽離宮

卍

卍

石清水八幡宮寺石清水八幡宮寺

壇林寺檀林寺

大覚寺大覚寺

深草寺跡深草寺跡 檜尾寺跡檜尾寺跡
（おうせんどう廃寺）（おうせんどう廃寺）

嘉祥寺嘉祥寺
嘉祥寺極楽寺

貞観寺貞観寺

元慶寺元慶寺

法性寺法性寺

勧修寺勧修寺

醍醐寺醍醐寺

浄妙寺浄妙寺

円成寺円成寺

禅林寺禅林寺

円覚寺円覚寺

東光寺東光寺

法成寺法成寺

安祥寺安祥寺
鳥戸寺鳥戸寺

雲林院雲林院

大井寺大井寺

広隆寺広隆寺

北野廃寺北野廃寺

北白川廃寺北白川廃寺

珍皇寺珍皇寺

拝志寺拝志寺

神護寺神護寺

天安寺天安寺

仁和寺仁和寺
興隆寺興隆寺

佐比寺

相応寺相応寺

石
作
郷

石
作
郷

拝
志
郷

拝
志
郷

嵯
峨 

陵

嵯
峨 

陵 文
徳 

陵

文
徳 

陵

光
孝 

陵

光
孝 

陵

宇
多 

陵

宇
多 

陵

清
和 

火
葬

清
和 

火
葬

天
智 

陵

天
智 

陵

桓
武 

陵

桓
武 

陵 伊
予
親
王
墓

伊
予
親
王
墓

仁
明 

陵

仁
明 

陵

醍
醐 

陵

醍
醐 

陵
朱
雀 

陵

朱
雀 

陵

陽
成 

陵

陽
成 

陵

清
和 

陵

清
和 

陵

高
野
新
笠 

陵

高
野
新
笠 

陵

藤
原
旅
子 

陵

藤
原
旅
子 

陵

藤
原
乙
牟
濡 

陵

藤
原
乙
牟
濡 

陵

淳
和 

火
葬

高
志
内
親
王 

陵

高
志
内
親
王 

陵

淳
和 

陵

淳
和 

陵

栗栖野瓦窯栗栖野瓦窯

宇
治
川

淀
川
淀
川

巨椋池

桂
川

木
津
川

琵
琶
湖

琵
琶
湖

河内国河内国河内国河内国

丹波国丹波国

近江国近江国

山城国山城国

摂津国摂津国

〔凡例〕
・ 承和３年（836）～天暦２年（948）までの間に所在した主な寺院を示した。
・ 寺院の表記は、御願寺を　　で、それ以外の寺院を　　で示した。
・ 複弁４弁蓮華文軒丸瓦が出土する寺院は、　　 　で示した。
・ 陵は、桓武陵〔延暦25年（806）崩御〕から朱雀陵〔天暦６年（952）崩御〕までを　　で示した。

・ 「山城国五道」の要地は、　　　　で示した。
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卍

ベースのトーン ・2019.10.13以前はグレー20％

・2019.10.13以後はグレー30％。
寺院史研「平安京の周辺諸寺圏」等

博論の図の作成に際して変更した。
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〔凡例〕
・ 承和３年（836）～天暦２年（948）までの間に所在した主な寺院を示した。
・ 寺院の表記は、御願寺を　　で、それ以外の寺院を　　で示した。
・ 複弁４弁蓮華文軒丸瓦が出土する寺院は、　　 　で示した。
・ 陵は、桓武陵〔延暦25年（806）崩御〕から朱雀陵〔天暦６年（952）崩御〕までを　　で示した。

・ 「山城国五道」の要地は、　　　　で示した。

卍卍
卍

ベースのトーン ・2019.10.13以前はグレー20％

・2019.10.13以後はグレー30％。
寺院史研「平安京の周辺諸寺圏」等

博論の図の作成に際して変更した。
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図 13　平安京周辺の寺院（御願寺）と陵墓の分布 図 14　平安京周辺諸寺の出土瓦（３）
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